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 １ 論文題目（英文の場合は，和訳を付記すること） 
                                         
   近江平野野洲川下流域における条里地割と平地集落の空間形成に関する研究                                      
                                         
 
 ２ 要  旨（和文 2,000字程度又は英文 800語程度にまとめること。） 
 人々の多年にわたる土地への働きかけが、今日のまちや集落の姿を形づくっている。
一見、自然発生的にできているように思える農村集落においても、自然地形をうまく利
用し、生産環境を内包しつつ一定の地域の中にまとまって人々が居住するためには、ど
こかの時点で何らかの計画的意志が働き、生活空間の骨格が形成され、時間を積み重ね
今に至っているとみるべきであろう。近江平野のような条里地割が広く分布し、家屋が
密集し塊状に存在する集落景観を見ると、地域の空間構造の骨格となって今日まで引き
継がれている条里地割の計画的意味の大きさを思わずにはおれない。         
 そのような集落の景観は歴史的な変遷のもと、土地区画の基盤となっている条里地割
とも関係、影響されながら形づくられていると考えられるが、どのようにして、このよ
うなまとまりのある居住域を形成するに至ったかについては、確かな史料が残されてい
ないため明らかになっていない。そこで本研究では、主に明治期の村絵図・地籍図等の
資料を活用して、時代を遡って空間的特質が把握できる集落の姿を復元し、空間の枠組
みを形づくるしくみを検討することで、空間構成の原理を類推することとする。本研究
は、近江平野の中でも条里地割が卓越し、その遺構が今日までよく残っている滋賀県野
洲川下流域、旧栗太郡北東部地域を研究対象として取り上げ、条里地割による平地集落
の空間がどのように形成され、基本的な空間構造はどのようなものなのか、また、どう
のように変化・発展してきているのか、集落の空間構造をモデル化するとともに、変化
の動向を把握し、条里地割りと集落の空間形成の関係について明らかにすることを目的
としている。研究の方法は次の４つの柱を中心とする。(1) 滋賀県の明治期の統計データ
によって平均的な平地集落の姿を明らかにする。 (2) 歴史的資料を活用し、近代化によ                                     
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る大きな環境変化が起こる前の集落の姿を明らかにする。また典型集落・野尻他の明治
期の村屋敷図を活用し、明治期の地域空間の姿や典型集落の姿を明らかにする。(3) 典型
集落・野尻や他の集落の家屋敷の現状、変遷をフィールド調査によって把握する。また、
集落どうしのつながりや用水系統など、地域全体のフィールド調査を行う。(4) 経年的な
地図や空中写真、各集落の字史等により地域空間の変遷を把握する。これらで得た結果
をもとに、本論文は、第１章（研究の背景・目的・方法）、第２章～第５章の本論、そし
て結論としての第６章で構成する。第２章では、平地集落の典型例として、全体の大き
さが約 600ｍ四方、30～40 町歩で屋敷を中心とする居住域が２町弱四方、戸数 40 戸前
後で家屋敷が塊って存在し、道路・水路により区画されたグリッド状の条里地割を踏襲
した姿を明らかにした。第３章では、地域レベル、集落レベル、居住域レベルと段階的
に用水の状況を把握するとともに条里地割による平地集落の空間構造をモデル化し、条
里のグリッドパターンは幹線となる水路と組み合わさって用水系統全域に、まんべんな
く水が行き渡るすぐれたシステムであること、集落居住域は、神社、藪、畑地等から構
成され村を守る役割を果たす「守りの空間装置」が入口部に位置し、居住域を囲むよう
に水路が配され、水をうまく制御しながら領域が形成されていること等を明らかにした。
第４章では、典型集落の明治期の姿を再現し、家屋敷の特性を分析するとともに条里地
割を踏まえた基本ブロックの考え方を導入し、集落居住域の構成原理を検討した。その
結果、住家の方向や間取り、小家の配置の仕方等、屋敷配置は道路アクセスを含めた敷
地形態や水路との関係によって一定決まってくること、規則性を持った個々の屋敷配置
が、基本ブロックのような連続してつながるしくみを持つことで、集落全体としての統
一性を形づくっていること等を明らかにした。第５章では、昭和 30年代中頃まで地域環
境は明治期より大きく変化しておらず、条里地割の区画割と居住域が集約した集村の形
態がよく保持されていること、市街化されたところを含め、まとまった農地が保全され
ていることによって、その後も条里地割の骨格は全体にわたってよく保持されている。
その要因として、一つは新しい幹線道路や住宅地開発が条里地割の枠組みに沿う形で進
展しており、既存の居住域と新市街地がうまくつながっていっていること。二つ目は、
水路が良好に保全されていること等が上げられる。居住域内部の変化の方向は、敷地単
位では、建て詰まり化が進んでいること、居住域全体では境界部での道路整備が進むこ
とで、これまでの外に閉じていた形態から外に開く形へと大きく変化している。また近
年、周辺部へのにじみ出しがみられ、従来の枠組みの中だけでは収まりきらなくなって
きていること等を明らかにした。第６章では、第２～５章で得られた成果を総括し、条
里地割の空間形成上の役割を踏まえ、その空間計画的意味をとりまとめるとともに、方
向性について考察を行った上、今後の課題について述べ、本論文を締めくくった。   
 
